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地球環境時代における教育小委員会　第３回議事録
■日時：平成21年　10月　23日（金）　14:30～16:00
■場所：建築会館　201会議室
■出席者：宿谷昌則（東京都市大学）、菅原正則（宮城教育大学）、高橋達（東海大学）、
　　　　　斉藤雅也（札幌市立大学）、鈴木信恵（東京都市大学）、妹尾理子（香川大学）、
　　　　　田中稲子（横浜国立大学）、谷口新（大妻女子大学）、村田昌樹（OMソーラー）
　　　　：９名
■資料：３－０
地球環境時代における教育小委員会　第３回　議事次第
　　　　３－１
地球環境時代における教育小委員会　第２回　議事録（案）
　　　　３－２
2010年度　委員会活動計画案

　　　　３－３
「緑のカーテン（ゴーヤ）プロジェクト～体験から教科で学ぶエネルギー環境教育～」
　　　　

「小学校におけるエネルギー環境教育としての「緑のカーテン」」

　　　　

エネルギー環境教育学会大会（2009.８.８～10）発表資料より
■議事：
１．議事録確認
　前回議事録案（資料３－１）は、２ページ目１行目「５．涼房に関する住まい方支援」を「５．「学校エコ改修と環境教育」事業のその後（長野県高森町）」と修正して、承認された。
　２ページ目12行目「建物の高機能化」の意味について、Active Systemによって室内環境が自動制御され均質・不変になることである旨、宿谷主査から確認のコメントがあった。
２．2010年度委員会活動計画

　菅原委員から標記（資料３－２）について説明があり、承認された。
３．環境情報を楽譜にする　ＳＣＵカフェの提案
　斉藤委員から標記について実施報告があった。
　「楽譜」というキーワードで時間軸へ意識を向けた上で、大学構内に居心地の良いカフェを設計させる課題を、11月および１月に３週間かけて実施した。エレベータ、人、鳥、虫の動きや音を記録したり、照度・温度を測定して、楽譜化したものがあった。
　大会のデザイン発表会に、環境系からも積極的に参加すべきという意見があった。
４．エネルギー環境教育学会におけるエネルギー教材開発
　妹尾委員から標記（３－３）について紹介があった。

　学会発表の内、住まい系は緑のカーテンくらいしかない。伝統的な住宅の工夫として、すだれ、よしず、生垣などを導入にしている。安価な放射温度計が出回るようになり、活用の場が広がっている。
５．次回開催日
　次回委員会は四国村の見学会も併せて、３月14日（日）および15日（月）に、香川大学で行うことになった。詳細は追って決定する。
　話題提供は、

　　・香川大学の校舎改修と熱環境
　　・各委員が日頃の授業等で用いている実験教材の紹介

　　・実験教材のテキスト化について

について行う予定。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上
